〔第 2 編〕 PAS-G 静脉内投与時の血中制菌力の消長及び血中 PAS 濃度の化学的並びに生物学的定量について(PAS-glucoside-natrium (PAS-G) に関する研究) by 小沢, 晃
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成 と等 しくなるように混合 した溶液を作成 し,
これを PAS-Gそのものと対比 して,血 中 PAS
濃度の推移を生物学的に測定 した｡
第 2章 実験材料及び実験方法
Ⅰ. 実 験 材 料
実験1 PAS-G静脈内投与時の血中制薗力持続時
間の検討
























A) 実 験 動 物




C) 使 用 培 地
50%牛血清加Kirchner培地を使用した｡








表 1 術 式
ー 79-
培琵寛子f芸 度 川 ..芸calL 101A_1.Fw%}"Kir:{h芸 芸議 ;.1｡｡ 工 芸C｡
50% 0･5cc l 2イ服 厚 Kirchner培地原液 0･5cc


























































































a:投与量は 200mg/kgで ｢パスナ-ル｣ を滅菌蒸滑水に溶かして 10%溶液となし使用し
表 3 採 也



















































































第3章 実 験 成 績




































6例の内4例が 3時間迄,他の 2例が 1時間迄
完全阻止を示 し, FAS-G66mg/kg静注では実
験家兎 6例の 全例 に 5時間迄完全阻止 を 認め
た ｡
2) 50%血清加 Kirchner培地の場合
対照の PAS-Na35mg/kg投与 では 3例が 3
日刷り迄,他U)3例が 1時間迄完全阻止を示 し,
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濃度を示 し,3時間後は 12.3γ/cc,5時間後は 5.2γ/cc
,7時間後は 0.9γ/ccであり,PAS-Na投与時 1
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0.6251 0冒悪 .o平 均 45 仁



































12L 0平 均 45 ll.3 3
.8 0.55 04) 1M〔PAS-Na+Glu
昭和41.3
カ月を経たものを,混合物 400mg/kgの割合で
静注 したのであるが,成績 は表12に示す如 く,
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如 く, PAS-G 400mg/kg投与時 とほぼ同様の
成績を示 し,1時間で約 150γ/ccの高濃度を示


















20 2.5 1.25 0.625
20 5 1.25 0.625
10 5 1.25 1.25
20 5 2.5 0.625
20 2.5 1.25 0.625
10 5 2.5 1.25
10 2.5 1.25 0,313
20 1.250.6250.625






段として, 家兎並 びに載封常人を対象 として,































西 3'の方法によりPAS-G静脈内投与町 の血 中
PAS濃度をノ衣兎を対象として!圭_物学的にi則定 し
た次第である｡
その 結果は図 6に 明らかなように,PAS-G
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AS-Na 20mg/kgこ 一 汗
AS-Nl十GluC08eユ一ー一一一 lM 〔PAS-Na+Glu
cose〕40mg/kg-- -- 2M 〔PAS-Na十Gl












































一方本研究第 1編.三で述べたように PAS-G は
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